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【相手の背景を想像する大切さ】 

 

　人と接するとき、多くの方は、相手の見えている部分だけでその人を判断

してしまいがちです。 

　しかし、その人には私たちの知らない体験や事情、家庭環境や健康状態、

価値観などがあります。ほんの少し「この人にはどんな背景があるのか

な？」と想像してみてください。そして、できればその人のことを優しく知

ろうと努力してみてください。相手の気持ちに耳を傾け、小さな配慮を積み

重ねることは、自分の心も穏やかに、また暖かくしてくれるようです。 

 

 

　私自身そんな体験をしました。 

　大内交流館では毎月、しあわせモーニングという講座を実施しています。

12 月の講座は「やさしい日本語を話そう」ということで、インドネシアか

ら来日している介護実習生の若者とフリートークでお話ししました。普段、

スーパーでお会いしても知らん顔をしていましたが、イスラム教のことや頭

を覆うヒジャブのこと、故郷の文化や家族のこと、国家試験に受かるために

頑張っていることなど、1 時間という短い時間でしたが、彼女の背景を多く

知るうちに、お互いに笑顔で接していることに気付きました。 

 

 

　「誰かを大切にすること」は一方的な負担ではなく、むしろ自分の気持ち

を豊かにしてくれる行為なのですね。 

　地域の中で思いやりが広がれば、困ったときに助け合える雰囲気が育ち、

結果として安心して暮らせるまちとなるのなら、ひとりでも多くの人を大切

にしていきたいと「ひそかに」感じた体験でした。 
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